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新
年
の
あ
い
さ
つ

振
興
文
教
委
員
長櫻

井　

康
人

　

昨
年
5
月
の
改
選
に
よ

り
新
た
な
5
人
の
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
8
月
に
は
、
産
業
振

興
課
事
業
「
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
大
峰
高

原
八
寿
恵
荘
と
そ
の
周
辺
で

体
験
し
、
11
月
に
は
岐
阜
県

池
田
町
で
町
営
池
田
温
泉
の

運
営
を
、
ま
た
、
岐
阜
市
の

「
憩
い
の
森
・
ぎ
ふ
メ
デ
ィ

ア
コ
ス
モ
ス
」
で
は
複
合
施

設
や
図
書
館
の
ソ
フ
ト
運
営

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
保
育
課

の
放
課
後
の
子
ど
も
支
援
対

策
（
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
）

に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
ン
の
良

き
方
向
性
を
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
も
存
在
感
あ
る

委
員
会
を
目
差
し
委
員
一
同

頑
張
り
ま
す
。

総
務
福
祉
委
員
長大

出　

美
晴

　

今
年
は
、
町
が
着
手
し
て

い
る
事
業
が
徐
々
に
完
成
を

迎
え
る
年
と
考
え
ま
す
。
行

政
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
花
開
く
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
こ
の
1
年
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
、
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
町
第
6
次

総
合
計
画
（
平
成
31
年
度
か

ら
10
カ
年
）
の
策
定
に
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
委
員
会
と

し
て
も
町
民
の
意
見
を
お
聞

き
し
、
納
得
で
き
る
プ
ラ
ン

に
な
る
よ
う
取
り
組
む
と
共

に
、
池
田
町
の
益
々
の
発
展

に
精
一
杯
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
会
運
営
委
員
長倉

科　

栄
司

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
の
議
員
の
任
期
も
、

残
す
と
こ
ろ
1
年
と
4
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
25

年
10
月
に
制
定
し
た
、
議
員

活
動
の
基
本
と
な
る
議
会
基

本
条
例
も
施
行
4
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
本
年
は
こ
の

基
本
条
例
に
つ
い
て
改
め
て

見
直
し
検
討
を
行
い
、
よ
り

良
い
条
例
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
と
り
わ

け
地
方
の
町
村
議
会
の
議
員

の
な
り
手
不
足
が
言
わ
れ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
当
町
議

会
も
前
回
の
選
挙
で
は
、
定

数
と
同
じ
立
候
補
者
に
な

り
、
36
年
振
り
に
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。
他
の
議
会
で

も
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

消
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
の
町
議
選
に
向
け
、
議

会
内
で
充
分
な
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
る
い

希
望
の
持
て
る
新
年
を
、
ご

家
族
皆
様
で
お
迎
え
の
事
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
議
会
を

代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
常
日
頃
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
も
8
月
、
9

月
の
長
雨
や
10
月
の
連
続

台
風
等
に
よ
り
、
九
州
北
部

を
は
じ
め
全
国
各
地
で
大
き

な
災
害
の
発
生
が
あ
り
ま
し

た
。
異
常
気
象
の
一
言
で
は

か
た
づ
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
池
田
町

で
も
あ
づ
み
野
広
場
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
災
害
を
は
じ
め
、
広

津
地
区
や
中
鵜
地
区
で
も
道

路
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
幸
い
人
命
な
ど
へ
の
災

害
は
発
生
せ
ず
、
良
か
っ
た

池
田
町
一
農
場
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
の
中
心
的
役
割
を

希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
会
染
西
部
地
区
圃

場
整
備
事
業
も
平
成
30
年
度

よ
り
事
業
開
始
を
め
ざ
し
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
地
集

積
や
規
模
拡
大
に
よ
り
、
池

田
町
農
業
の
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
は
弓
道
場
の
移
転

建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
進

み
ま
す
。
い
く
つ
も
の
ハ
ー

ド
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
任

期
も
来
年
4
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
な
ど
を
更
に
充
実
さ
せ
、

町
民
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
せ
る
美
し
い
町
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
向
け
て
行
政

と
も
ど
も
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
6
月
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ツ
ル
ヤ
」

さ
ん
が
開
店
し
、
11
月
に
は

松
本
信
用
金
庫
が
ア
ッ
プ
ル

ラ
ン
ド
跡
地
へ
移
転
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
」

跡
地
を
新
し
い
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
拠
点
施
設
と
し
て
、

10
月
よ
り
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
事
業
の
取
り
組
み

と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
池
田
町
の
商
工
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
の
道
路

は
一
丁
目
入
口
の
整
備
が
終

わ
り
、
今
は
高
瀬
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
南
の
道
路
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
関
係
に
つ
い
て
は
、

営
農
組
合
四
組
合
に
よ
り
農

事
組
合
法
人「
池
田
町
フ
ァ
ー

ム
」
の
設
立
が
昨
年
11
月
に

発
足
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
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美
し
い
町
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

議会議長
那須　博天

新年の
 あいさつ

委
員
長
の 

あ
い
さ
つ



町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
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〈新設される地域交流センターの今後の運営方針や建設に伴う安全
な交通道路整備について〉
　通学路の安全対策は必要で、信号機の設置や 30㎞規制など公安
委員会にお願いしています。みんなで声をあげていくことこそが町と
しての動きに繋がってくことと考えます。交流センターの今後の運営
やソフト面の問題は、要求してあり町民の意見をお聞きし調整をとっ
ていきます。
〈スペース･ゼロ跡地にの「まちなかの賑わい拠点施設」について〉
　国の地域創生拠点整備交付金により、町商工会が中心となり新たな産業の創出による活性化に繋げてい
こうというものです。オフィスやフリースペース ･ カフェを設け、交流スペースとしての活用を考えまた、6
次産業化の推進など使いやすい施設を考えています。さらにまちなか整備事業としてトイレの設置は要望に
応じ必要な所に設置を計画しています。
〈美しい花とハーブのまちづくり施策について〉　　　
　観光客誘致のため、看板の新設やハーブ園の改修、全町一斉清掃の毎月実施、地域おこし協力隊員を中
心としたハーブガーデンの植栽など、魅力ある町づくりに取り組んでいます。また、特産品（桑茶）の原材
料不足対策は検討しているところです。
　そのほか「てるてる坊主のふる里 ･ 浅原六朗文学記念館」への提言や、てるてる坊主作品の活用法や家
庭配布の花の券の有効利用方法など、女性ならではの様々な発想や意見が寄せられました。

第5回「町民の皆さんと
議会との意見交換会」を開催

開かれた
議会を目指し

女性ならではの意見が白熱

話題はまちなかの賑わい拠点施設の活用

今年は町内外で活動されている、池田町商工会と
池田町女性団体連絡協議会の皆さんとの意見交換会を行いました。

　皆様の率直な意見や問題点をあげていただきありがとうございました。
これからも多くの皆さんとの意見交換会を持ち、議員としても一歩前進できるよう努めていきます。

池田町商工会の皆さんのご意見
〈まちなかの賑わい拠点施設について〉
○ボランティアをつくりみんなの施設にしたい。
○常駐者が必要である。
○利益を生むかどうか確信がない。
○ＩＴ企業などに利用してもらい、若者が来やすい場所にし

たい。
○計画づくりをもっと明らかにしてほしい。
○利用者を募るために力を合わせたい。
○晴れるや市やビアガーデンなど、地域の人に提供してはど

うか。
○移住定住を進めるため、起業していける拠点にしてはどうか。
○買い物は車が主流となっているが、車を降りて寄ってみた

くなる空間
に。イベン
トを多く計
画し商店街
に足を運ぶ
機会を多く
作る。

池田町女性団体連絡協議会の皆さんとの意見交換

〈若い働き手について〉
○高齢化で事業をやめる人が多い。若い

担い手の確保を商工会でも考え、議会
でも考えてほしい。

○大企業は休日が取れて、汚いことは機械
でする。中小企業は、汚い、休みがない、
賃金が安いなどで担い手が来ない。安
曇野市は大工の学校がある。

〈６次産業化について〉
○施設で収入を作り出す、６次産業で売り

出すなどを考え、県人会やふるさと納税
にも利用したい。

○花とハーブの里推進部局をにぎわい拠
点に置けばよい。

○商工会に６次産業部会ができ、農産物の
商品化が進む。農協と商工会の連携を
進める必要がある。

○池田町は長寿、健康づくりの町。地元で
採れたものを地元で消費する仕組みを。



平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

池田町ファーム設立される

家計を圧迫する医療費

農 業 振 興 支 援 の
可決 !!

問　児童福祉費の増額は。出生数は何人か。

答　11月現在で38人。12月、1月と生まれる予定なので
50人弱くらいが児童手当の給付対象と見込んでいる。

問　障がい者福祉費の中で介護給付、訓練など指導、生活介護、就労支援の対象者
は何人か。訓練を受ける規制はあるか。

答　支給決定者数は、18歳以上が96人、障がい児の方が33人いる。サービスを受
ける方は、施設入所や自宅生活、自宅から就労目的で作業に行く方など利用

目的は多い。

問　農業経営力支援事業は、堀之内と池田ファームが対象となっているが
町内１農場構想はどうなっているのか。

答　町内１農場を基本に1年余り進めてきたが、堀之内は単独で、他の4つの営農
組合は農事組合法人「池田町ファーム」として設立した。今後、町内1農場を進

めていきたい。

問　高額医療費が増えたが。

答　心疾患の手術が多く、200万円
を超える医療費の件数が続いた。

70歳代が多く、肝炎関係も多い。

問　会染保育園の建て替えの方針が
出てその後動きがない。早急に

取り組みを。

答　現在、幼保小中一貫教育の考えで、
先進地の視察研修を行っている。

原案を作ってから新しい検討委

員会を発足させたい。

児童手当の増額

障がい者
福祉費の増額

農業経営力向上
支援事業は

高額医療費の
増額

会染保育園の
今後の見通しは

池田町議会だより　　第 117 号　　2018 年 1 月 31 日発行 4

質　　　　疑

予算決算特別委員会



平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

山麓に広がるブドウ園

公共施設電気料の見直し

福 祉 事 業 充 実 と
補正予算を

12月
定例会

中高生の
奨学金補助金
17万円

就学援助等の
補助事業
30万円

農業振興事業
551万円

［財源］
県補助金　551万円

予防接種事業
134万円

［財源］
一般財源　134万円

障がい者福祉事業
6919万円

［財源］
国補助金　3459万円
県補助金　1729万円
一般財源　1731万円

〇新規就農者のブドウ苗木代補助
事業（中之郷地区）

〇生産組合の法人化への取り組み
支援事業

〇ブドウ苗木用接木カッター代補助

〇高齢者肺炎球菌予防接種委託料
　接種者増による追加補正

平成29年度の対象者は年度内（平成30年3月31日までに
65・70・75・80・85・90・95・100歳となる方）

〇介護給付訓練など給付
〇日常生活用具給付
　( おむつ代などの補助 )

〇中学生育成奨学補助
〇高校生奨学補助
〇就学援助
　（入学準備金）

［財源］
一般財源　47万円

新電力会社への切り替えにより
町の歳出経費が削減されます。
電力自由化により安定供給と継続性や経済性を考慮
し、高圧電力の９施設を中部電力から新電力会社（テ
プコカスタマーサービス）に変更する。年額約 375
万円が削減される見通し。
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一般会計補正予算で決まった事業はなに!?

目玉事業　ピックアップ



常
任
委
員
会
・
本
会
議

常
任
委
員
会
で
の
質
疑

12月定例会

質
疑
・
討
論

本
会
議
の

問　

教
育
長
が
審
査
委
員
に

な
る
の
は
兼
職
の
禁
止
に
抵

触
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

該
当
し
な
い
。

意
見　

審
査
結
果
内
容
な
ど
、

評
価
得
点
の
み
で
な
く
、
公

開
可
能
な
と
こ
ろ
は
公
開
す

べ
き
で
あ
る
。

答　

教
育
委
員
会
の
決
定
に

委
ね
て
い
き
た
い
。

審
議
結
果 

賛
成
多
数
で
採
択

意
見　

県
の
森
林
税
が
決
定

し
た
の
で
創
設
は
必
要
な
い
。

審
議
結
果 
反
対
多
数
で
不
採

択意
見　

大
町
病
院
は
遠
い
。

他
機
関
の
協
力
を
得
て
あ
づ

み
病
院
で
実
施
さ
れ
た
い
。

審
議
結
果 

全
員
賛
成
で
採
択

振
興
文
教
委
員
会

意
見　

公
募
の
や
り
直
し
は

行
政
事
務
手
続
き
の
誤
り
で

発
生
し
た
。
よ
り
慎
重
な
業

務
執
行
に
留
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

指
定
期
間
は
3
年
の

方
が
良
い
と
思
う
が
。

答　

公
募
の
期
間
は
5
年
。

毎
年
実
績
を
検
証
し
、
3

年
目
で
著
し
く
実
績
に
問
題

が
あ
れ
ば
契
約
の
中
で
解
約

も
考
え
て
い
き
た
い
。

審
議
結
果 

賛
成
多
数
で
可
決

問　

指
名
入
札
に
至
っ
た
経

過
は
。

答　

町
長
名
で
行
わ
れ
た
こ

と
を
修
正
し
審
査
会
か
ら
や

り
直
し
た
。

総
務
福
祉
委
員
会

意
見　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

年
金
の
改
善
が
必
要
。
老
齢

年
金
の
場
合
10
万
円
未
満
が

受
給
者
の
60
〜
70
%
を
占

め
る
。
総
務
省
の
家
計
調
査

か
ら
も
約
14
万
円
で
、
不
足

分
は
貯
金
を
取
り
崩
す
か
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
行
う

と
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
い
賛
成
。

意
見　

財
源
が
無
く
て
は
で

き
な
い
と
思
う
。

意
見　

年
金
制
度
は
、最
低

の
生
活
補
償
で
あ
り
、少
子

高
齢
化
の
大
変
な
時
代
に
き

ち
ん
と
国
に
お
願
い
す
べ
き

と
思
う
の
で
賛
成
。

審
議
結
果 

賛
成
多
数
で
採
択

○
議
案

池
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

○
議
案

池
田
町
立
美
術
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◉
陳
情　
池
田
町
議
会
12
月
定
例

議
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
の
池
田
町

町
立
美
術
館
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
の
議
案
取
り
扱
い
に
つ
い
て

◉
陳
情　

若
い
人
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
国
の

責
任
で
創
設
す
る
た
め
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

◉
陳
情　
全
国
森
林
環
境
税

の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
の

採
択
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

◉
陳
情　

病
児
保
育
の
実

施
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

問　

歳
入
で
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
あ
る
が

今
後
も
続
く
見
通
し
か
。
ま

た
そ
の
残
高
は
。

答　

繰
り
入
れ
は
12
月
ま

で
で
3
月
に
は
不
用
額
が

出
て
減
額
補
正
と
な
る
と
思

う
。
机
上
の
数
字
だ
が
、
年

度
当
初
は
8
億
7
千
9
百

32
万
円
あ
っ
た
が
、
残
高
は

6
億
2
千
6
9
6
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論　

矢
口
稔
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

早
急
な
対
応
が
必
要
な
費
用

の
計
上
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、費
用
の
削
減
と
し
て
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
」
の
導
入
に
よ
る
公

共
施
設
の
電
気
料
の
削
減
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
義
務
的
経

費
が
増
加
す
る
な
か
で
、
こ

の
取
り
組
み
は
大
い
に
評
価

で
き
る
。
ま
た
、
就
学
援
助

費
と
し
て
入
学
前
に
必
要
な

世
帯
に
対
し

援
助
が
行
わ
れ
評
価
し
た
い
。

予
算
の
厳
し
い
な
か
、
今
後

も
知
恵
を
絞
っ
て
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
、
費
用

対
効
果
が
最
大
に
な
る
よ
う

期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
討
論　

矢
口
稔
議
員

　

指
定
管
理
期
間
が
5
年

間
で
あ
り
、
引
き
続
き
現
在

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

内
容
で
あ
る
。
5
年
間
と

い
う
期
間
は
長
い
と
感
じ
る
。

理
由
と
し
て
、

①
今
後
、
美
術
館
の
空
調
施

設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が

多
額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
。

②
指
定
管
理
の
途
中
で

チ
ェ
ッ
ク
が
し
っ
か
り
で
き

る
か
不
安
で
あ
る
こ
と
。

③
議
会
に
対
し
て
充
分
な
説

明
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町

民
に
身
近
な
文
化
施
設
と
は

い
い
切
れ
な
い
。
指
定
管
理

期
間
を
今
ま
で
の
3
年
と

し
、
そ
の
時
点
で
随
意
契
約

な
ど
に
よ
り
延
長
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。
よ
っ
て
こ
の
議
案
は
反

対
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
討
論　

立
野
泰
議
員

　

年
金
の
受
給
資
格
も
25

年
か
ら
10
年
と
な
っ
た
事
は

大
き
な
進
歩
で
あ
る
。
し
か

し
、
財
源
な
ど
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
の
か
、
社
会
保
障
の

自
立
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
若
い
時
は
苦
労
し

た
と
し
て
も
高
齢
に
な
っ
た

ら
何
も
し
な
く
て
も
受
給
で

き
、
悠
々
自
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
も
っ
と
慎
重
審

議
を
す
べ
き
で
あ
り
継
続
審

査
を
求
め
る
。

○
議
案

池
田
町
立
美
術
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

◉
陳
情　

若
い
人
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
国
の

責
任
で
創
設
す
る
た
め
の

意
見
書
提
出
を
要
請
す
る

陳
情
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12月定例会

審
査
結
果
一
覧

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

倉
科
栄
司

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

矢
口
新
平

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

櫻
井
康
人

立
野　

泰

議　

案

町一般職の職員の給与の一部を改正する条例
人事院勧告に基づき一般職員の給与の改正

可
決 ○ ○ ○

欠
席

○ ○ ○ ○ ○ ○

町特別職の職員等の給与の一部を改正する条例
農業委員会委員の報酬の改正及び空き家対策協議会
設置に伴う委員報酬

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町転作促進研修センター設置及び管理に関する条
例を廃止する条例
広津集落センターの老朽化により取り壊す。

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道の路線廃止について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度一般会計補正予算
約1億3000万円を増額し、障がい者福祉や農業新規
就労支援などに充てた。

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算
療養給付費が増え4300万円増額した。

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度下水道事業特別会計補正予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度水道事業会計補正予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町立美術館の指定管理者の指定について
指定管理者をシダックス大新東ヒューマンサービス

（株）とする。

可
決 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度地域交流センター等建設工事請負契
約の締結について
一般競争入札により入札額10億5624万円、
傳刀・小山特定建設工事共同企業体に落札された。

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　

情

全国森林環境税の創設に関する意見書の採択に関
する陳情

不
採
択

● ● ● ● ○ ● ● ● ●

病児保育の実施を求める陳情 採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田町議会12月定例議会に提案される予定の池
田町立美術館指定管理者の指定についての議案取
扱いについて

採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

若い人も高齢者も安心できる年金制度を国の責任
で創設するための意見書提出を要請する陳情

採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

発
議

若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める意
見書について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

請願（陳情）の採択・不採択…議会がその内容を審議して決定した賛否の意思決定のこと
表決（可決・否決・同意など）…議会の意思決定（個々の議員が参加し、議題などに対して賛成、反対の意思表示する）

一口
メモ
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８議員が町政をただす８議員が町政をただす８議員が町政をただす
休日議会を開催 !

休日議会はひとり40分
の制限時間内で質問しま
す。議会だよりはスペース
の都合上、質問と答弁の
要約を記載しています。

平日がお仕事の方にも傍聴して
いただけるよう、土曜日に議会
を開催しました。一般質問は
町民の日常の声や議員の考えを
もとに、町長や教育長などへそ
の方針を問うものです。

議
会
　
一
般
質
問

池田町議会だより　　第 117 号　　2018 年 1 月 31 日発行 8

質問者 質問事項

横澤はま議員
1. 食生活から地域力創造と活性化について
2. 子どもの食生活改善に向けた取り組みは
3.「信州型自然保育認定制度」との連携による保育について

倉科栄司議員
1. 町道における交通安全対策について
2. 職員の勤務体制について

薄井孝彦議員
1. 町民の福祉・健康の増進対策について
2. まちなかの活性化対策について

服部久子議員

1. 放課後子ども総合プランについて
2. 国民健康保険制度の広域化で国保料値上げになるのか
3. 臨時保育士の待遇改善を
4. 難聴者と外国人住民への支援

矢口　稔議員
1. 池田町だからできる他市町村と違った移住定住施策の取り組みは
2. 外に発信する広報戦略の策定について

大出美晴議員 1. 移住・定住政策について

和澤忠志議員
1. 花とハーブの町らしく学校給食に桑茶の導入を
2. 生活改善予防対策として学校給食に発芽玄米の導入を
3. 白樺の家への町としての積極的な支援を

櫻井康人議員 1. 町おこし施策を多面的に考える



議
会
　
一
般
質
問

問　

健
康
長
寿
社
会
を
目
指

す
栄
養
改
善
の
取
り
組
み
と

し
て
、生
活
習
慣
病
リ
ス
ク

を
抑
え
る「
減
ら
そ
う
塩
分

･
増
や
そ
う
野
菜
」対
策
は
。

答　

町
広
報
や
家
庭
配
布
の

野
菜
レ
シ
ピ
集
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。減
塩
対
策
は
、健

診
結
果
説
明
会
や
健
康
教
室

で
啓
発
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
「
食
か
ら
は
じ
ま
る　

ま
ち
づ
く
り
」の
具
体
的
な

施
策
は
。

答　

食
育
推
進
計
画
に
お
け

る
5
年
間
の
重
点
テ
ー
マ
を

設
定
し
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

沿
っ
た
関
係
機
関
ご
と
の
施

策
を
展
開
し
て
い
く
。

問　

食
育
基
本
目
標
に
沿
っ

た
事
業
の
展
開
を
進
め
る
た

め
に
、多
く
の
町
民
が
関
わ

り
活
動
し
や
す
い「
食
育
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
：
応
援
隊
」の
設
置

を
。

答　

食
に
関
わ
る
団

体
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
メ
ン
バ
ー
の
確
保

が
課
題
。ま
ず
は
、現

在
あ
る
団
体
が
継
続
し

て
活
動
し
て
い
け
る
よ

う
各
担
当
課
で
支
援
し

て
い
く
。

問　
「
池
田
町
食
生
活

実
践
の
手
引
き
：
家

庭
版
」の
作
成
を
。

答　
「
食
生
活
実
践
の

手
引
き
」と
な
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
年
度
末
ま
で
に
作
成
し

配
布
す
る
。

子
ど
も
の
食
生
活
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
は

問　

子
ど
も
の
貧
困
や「
孤

食
」「
朝
食
欠
食
」な
ど
、家
庭

や
社
会
で
考
え
て
い
く
必
要

を
感
じ
る
が
、教
育
の
立
場

と
し
て
の
考
え
は
。

答　
「
池
田
町
食
育
推
進
計

画
」に
沿
っ
た
施
策
の
展
開
を

町
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て

し
っ
か
り
実
行
す
る
こ
と
。学

校
で
体
験
し
た
こ
と
を
家
族

に
話
を
し
た
り
、一
緒
に
実
践

･
料
理
し
て
み
る
。

「
信
州
型
自
然
保
育
認
定

制
度
」と
の
連
携
に
よ
る
保

育
に
つ
い
て

問　

信
州
型
自
然
保
育
の
運

営
や
取
り
組
み
は
。

答　

県
の
推
進
目
的
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、町
の「
緑

豊
か
な
自
然
」を
通
し
、子
育

て
し
易
い
環
境
と
認
識
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

少
子
対
策
の
一
環
と
し
て
町

外
に
広
げ
、定
住
促
進
に
繋

が
る
よ
う
情
報
発
信
を
し
て

い
く
。

食
の
観
点
か
ら

地
域
力
創
造
と
活
性
化
は
　

横
澤　

は
ま 

議
員

【
健
康
福
祉
課
長
】
池
田
町
食
育
推
進
計
画
の
中
で
示

し
て
い
く

町
道
の
道
路
状
況
の
管
理
、

パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

問　

総
延
長
3
0
0
㎞
を

超
え
る
町
道
の
道
路
状
況

の
管
理
と
、パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
状
況
は
。

答　

職
員
に
よ
る
定
期
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
は
実
施
困
難
で

あ
る
。現
場
へ
出
向
く
際
な
ど

日
常
的
な
業
務
の
中
で
、異

状
を
発
見
す
れ
ば
応
急
処
置

を
と
っ
て
い
る
。ま
た
、舗
装

の
剥
離
や
陥
没
な
ど
修
繕
が

必
要
な
道
路
状
況
に
つ
い
て

自
治
会
や
町
民
の
方
か
ら
通

報
を
も
ら
っ
て
い
る
。

町
道
の
交
差
点
で
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

問　

急
激
な
人
口
減
少
や

高
齢
化
で
、交
差
点
付
近
の

農
地
や
畔
の
手
入
れ
が
で

き
ず
、木
や
草
が
伸
び
て
交

通
安
全
上
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。ま
た
垣
根
が
伸
び

て
道
路
に
せ
り
出
し
危
険

な
所
が
増
え
て
い
る
。樹
木

の
伐
採
や
草
な
ど
の
刈
り

込
み
の
依
頼
を
当
該
土
地

の
所
有
者
に
依
頼
し
て
い

る
か
。

答　

道
路
上
に
張
り
出
し
た

草
木
な
ど
に
つ
い
て
は
、道
路

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
民
か
ら

の
通
報
な
ど
に
よ
り
現
地
調

査
を
行
い
、所
有
者
に
協
力
の

依
頼
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
広
報
い
け
だ
」

に
も
樹
木
の
剪
定
に

協
力
の
お
願
い
の
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
。

総
合
体
育
館
に
お
け

る
職
員
の
勤
務
体
制

に
つ
い
て

問　

町
民
の
利
用
が

非
常
に
多
い
総
合
体

育
館
に
、正
規
職
員

が
勤
務
し
て
い
な
い

状
況
が
9
カ
月
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。

更
に
こ
の
12
月
議
会

に
来
年
3
月
ま
で
の
臨
時

職
員
の
賃
金
が
補
正
要
求

さ
れ
た
。現
在
の
状
況
に
対

す
る
率
直
な
考
え
と
今
後

の
対
応
は
。

答　

現
在
の
状
況
で
は
決
め

ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
の
が

精
一
杯
で
、新
し
い
企
画
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。す
ぐ
に
で
も
正

規
職
員
を
配
置
し
た
い
思
い

で
は
あ
る
が
、現
在
の
役
場

職
員
体
制
で
は
他
課
か
ら
の

職
員
異
動
は
困
難
で
あ
る
。

　

4
月
の
館
長
復
帰
に
併

せ
、も
う
1
名
の
正
規
職
員

の
配
置
を
実
現
し
万
全
を
期

し
た
い
。

町
道
に
お
け
る

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

倉
科　

栄
司 

議
員

【
建
設
水
道
課
長
】
関
係
機
関
か
ら
の
通
報
や
パ
ト

ロ
ー
ル
で
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
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議
会
　
一
般
質
問

問　

増
加
す
る
高
齢
な
独

居
・
二
人
世
帯
へ
の
見
守
り
及

び
除
雪
へ
の
支
援
対
策
は
。

答　

来
年
度
か
ら「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」の
な
か
で
配
食
サ
ー
ビ

ス
で
の
見
守
り
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。除
雪
支
援
も
検

討
す
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
助
成
を

問　

町
は
社
協
の
「
サ
ポ
ー

ト
て
る
て
る
」
事
業
で
希
望

者
に
見
守
り
も
兼
ね
た
配
食

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
助
成
は
し
て
い
な
い
。

町
に
隣
接
す
る
自
治
体
で
は

高
齢
者
の
健
康
保
持
の
観
点

か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
弁
当

代
な
ど
へ
の
助
成
を
実
施
し

て
い
る
。
町
で
も
助
成
を
。

答　

課
題
と
し
て
研
究
す
る
。

当
町
で
多
い
高
血
圧
症
・
脳

血
管
疾
患
の
予
防
対
策
は

問　

当
町
は
高
血
圧
症
・
脳

血
管
疾
患
な
ど
の
有
病
率
が

高
い
。
原
因
と
対
策
は
。

答　

原
因
と
し
て
遺
伝
、塩

分
摂
取
量
、運
動
不
足
な
ど

が
上
げ
ら
れ
る
。個
人
に
あ

わ
せ
た
保
健
指
導
に
努
め
る
。

問　

過
剰
な
塩
分
摂
取
を
抑

え
る
た
め
、
町
の
健
康
診
断

で
尿
の
塩
分
検
査
を
実
施
で

き
な
い
か
。

答　

多
方
面
か
ら
研
究
す
る
。

高
校
生
通
学
費
助
成
制
度

の
創
設
を

問　

高
校
生
通

学
費
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
、

本
年
6
月
一
般
質

問
で
問
う
た
。
町

は
教
育
委
員
会

で
検
討
す
る
と
し

た
。
検
討
結
果
と

町
の
考
え
は
。

答　

教
育
委
員

会
は
助
成
を
望
ま
し
い
と
し

た
が
、義
務
教
育
に
費
用
が

か
か
る
の
で
制
度
創
設
は
困

難
で
あ
る
。

ま
ち
な
か
の
活
性
化
施
設

「
ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
」
の
運

営
に
、
町
の
指
導
と
人
的

支
援
を

問　

二
丁
目
に
建
設
中
の
ス

ペ
ー
ス
ゼ
ロ
は
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
創
出
・
産
業
創
出
・
町

づ
く
り
の
拠
点
を
目
指
す
。

運
営
を
早
期
に
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
、町
職
員
1
名（
移
住

定
住
係
）・
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
3
名
の
派
遣
を
。

答　

移
住
定
住
職
員
の
派
遣

は
総
務
課
の
空
き
家
対
策
と

連
携
で
き
な
く
な
り
困
難
で

あ
る
。特
産
品
担
当
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
派
遣
す
る
。

高齢世帯への見守り支援を
どのように進めるか

薄井　孝彦 議員

【健康福祉課長】北アルプス広域連合と連携し、
配食事業で見守りを進める

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

問　

プ
ラ
ン
の
説
明
会
が
遅

い
。
保
護
者
に
納
得
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

答　

国
の
制
度
導
入
に
合
致

す
る
か
検
討
し
て
今
に
な
っ

た
。説
明
会
で
出
た
意
見
を
参

考
に
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

問　

今
ま
で
無
料
だ
っ
た
が

登
録
料
、
利
用
料
を
徴
収
す

る
計
画
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
の

実
施
で
国
、
県
か
ら
経
費
の

３
分
の
２
が
補
助
さ
れ
る
。

な
ぜ
有
料
に
す
る
の
か
。

答　

受
益
者
負
担
論
に
基
づ

く
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

で
国
保
料
は
上
げ
る
の
か

問　

国
保
運
営
が
県
に
移
行

さ
れ
、
加
入
者
の
負
担
が
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
。
国
も

認
め
て
い
る
法
定
外
繰
り
入

れ
や
国
保
基
金
を
入
れ
て
負

担
を
抑
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

法
定
外
繰
り
入
れ
は
、加

入
者
以
外
に
負
担
を
強
い
る

の
で
考
え
て
い
な
い
。基
金
で

対
応
し
た
い
。

問　

国
保
加
入
者
の
人
数

分
か
か
る
医
療
分
の
値
上
げ

は
、
町
独
自
で
据
え
置
き
で

き
な
い
か
。

答　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
を

抑
え
な
い
限
り
納
付
金
に
影

響
が
出
る
。今
後
、国
保
料
算

定
は
資
産
割
を
省
く
こ
と
を

検
討
す
る
。

臨
時
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

問　

保
育
事
業
の
充
実
と
保

育
士
確
保
の
た
め
、
常
勤
の

臨
時
保
育
士
を
正
規
職
に
で

き
な
い
か
。

答　

ク
ラ
ス
担
任
の
１
人
と

主
任
保
育
士
の
２
人
が
臨
時

職
で
あ
る
が
、本
年
度
か
ら
処

遇
改
善
で
賞
与
を
支
給
し
て

い
る
。

問　

臨
時
保
育
士
の
更
新
を

単
年
度
か
ら
複
数
年
に
で
き

な
い
か
。

答　

役
場
臨
時
職
員
は
す
べ

て
単
年
度
で
、特
別
に
は
で
き

な
い
。

難
聴
者
と
外
国
人
住
民
へ

の
支
援

問　

難
聴
者
の
た
め
に
公
共

施
設
や
役
場
窓
口
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
ル
ー
プ
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。

答　

現
在
、役
場
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
マ
イ
ク
レ
シ
ー

バ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。公
共

施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
設

置
は
要
望
が
な
い
の
で
設
置

し
な
い
。

問　

外
国
人
住
民
へ
の
通
訳

機
器
の
窓
口
設
置
を
。

答　

現
状
で
は
対
応
で
き
な

か
っ
た
事
例
が
な
い
。

子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
は

保
護
者
の
意
見
の
重
視
を

服
部　

久
子 

議
員

【
教
育
保
育
課
長
】

保
護
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
充
実
さ
せ
る
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議
会
　
一
般
質
問

答　

9
月
に
少
子
化
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
庁
内
に
立
ち

上
げ
た
。
池
田
町
独
自
の
施

策
と
し
て
来
年
度
、
入
学
祝

い
金
の
支
給
に
向
け
て
事
業

実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
も
各
課
連
携
に
よ
る
移
住

定
住
施
策
を
推
進
す
る
。

総
合
版
パ
ン
フ
作
成
へ

問　

庁
内
の
各
課
に
お
い
て

様
々
な
移
住
定
住
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
作
成
し
希
望
者
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。

答　

総
合
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
に
向
け
て
今
後
対
処

し
て
い
き
た
い
。

町
を
離
れ
た
人
へ
の
広
報

転
出
者
デ
ー
タ
を
活
用

問　

町
の
人
口
減
少
の
要

因
と
し
て
、20
代
か
ら
30
代

の
人
の
転
出
が
あ
る
。町
外

へ
離
れ
た
人
た
ち
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

本
人
の
同
意
が
あ
れ

ば
転
出
者
デ
ー
タ
を
作
成
し

て
、
「
ふ
る
さ
と
小
包
便
」

な
ど
情
報
発
信
が
可
能
で
あ

る
。
現
在
作
業
中
で
あ
る
の

で
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し

い
。

問　

小
中
学
校
で
は
住
所
録

が
な
い
た
め
に
同
級
会
な
ど

が
開
催
で
き
な
い
。名
簿
な
ど

の
整
備
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

中
学
卒
業
時
へ
の
住
所

録
の
作
成
に
つ
い
て
、
本
人

や
家
族
の
同
意
を
得
た
上
で
、

名
簿
な
ど
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

広
報
戦
略
策
定
へ
研
究
検
討

問　

町
外
へ
の
P
R
が
不
足

し
て
い
る
。担
当
者
が
変
わ
っ

て
も
方
針
が
変
わ
ら
な
い
、

し
っ
か
り
と
し
た
広
報
戦
略

を
立
て
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

戦
略
的
に
広
報
を
展
開

で
き
る
よ
う
な
実
行
計
画
と

し
て
の
「
広
報
戦
略
の
基
本

方
針
・
プ
ラ
ン
」
的
な
も
の

を
策
定
す
る
方
向
で
研
究
・

検
討
し
た
い
。

S
N
S
来
年
度
早
期
に
導
入

問　

S
N
S（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
）を
活
用
し
て
、イ
ベ
ン
ト

告
知
情
報
を
積
極
的
に
利
用

し
、興
味
の
あ
る
方
へ
的
確
に

情
報
が
伝
わ
る
よ
う
な
取
り

組
み
は
。

答　

来
年
度
の
早
い
時
期
で

の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
現

在
進
め
て
い
る
。

池田町だからできる移住
定住施策の取り組みは

矢口　稔 議員

【町長】入学祝い金の支給を計画している

問　

移
住
定
住
政
策
に
お
け

る
空
き
家
等
の
活
用
に
つ
い

て
の
研
修
で
、石
川
県
珠
洲

市
に
行
っ
た
。池
田
町
で
も

行
っ
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
や
、Ⅰ
タ
ー
ン
・
U
タ
ー

ン
者
に
対
す
る
補
助
金
の
活

用
を
先
進
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、空
き
校
舎
の
利
活
用

に
力
を
入
れ
て
い
る
。池
田

町
で
は
空
き
家
や
空
き
施
設

の
利
活
用
の
動
き
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
が
、売
買
や
賃

貸
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
行
く

の
か
。

答　

12
月
よ
り
全
く
利
用
さ

れ
て
い
な
い
公
共
施
設
に
つ

い
て
、売
却
の
公
示
を
し
て
い

る
。特
に
不
動
産
業
者
向
け

に
住
宅
造
成
地
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

珠
洲
市
は
空
き
校
舎
の

利
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
連
携
協
定
の
締

結
を
早
く
か
ら
行
い
、金
沢

大
学
や
近
隣
市
町
村
と
協
力

し
持
続
可
能
な
地
域
発
展
を

目
指
し
て
い
る
。池
田
町
で

も
学
校
連
携
や
地
域
連
携
を

移
住
定
住
の
面
か
ら
、進
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

珠
洲
市
の
よ
う
に
廃
校

に
な
っ
た
学
校
は
無
い
の
で
、

建
設
さ
れ
る
交
流
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
役
割
を
担
い
、同
セ
ン

タ
ー
の
ソ
フ
ト
事
業
の
一
環

と
し
て
大
学
か
ら
講
師
を
派

遣
し
て
頂
く
こ
と
は
可
能
。

そ
の
場
合
受
講
生
を
幅
広
く

募
集
し
、起
業
に
結
び
つ
け

る
努
力
が
必
要
と
痛
感
し
て

い
る
。ま
た
来
年
4
月
か
ら

7
月
、信
大
生
が
授
業
の
一
環

と
し
て
、当
町
の
空
き
家
の

実
態
と
課
題
を
探
り
、対
策

を
模
索
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
の
こ
と
、こ
れ
も
学

校
連
携
の
一
つ
と
考
え
る
。

I
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン
者

に
ど
う
魅
力
を
伝
え
る
か

問　

観
光
客
も
含
め
初
め
て

池
田
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
に

魅
力
を
伝
え
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
う
。積
極
的

に
外
に
出
て
宣
伝
し
な
く
て

は
人
は
集
ま
っ
て
こ
な
い
気

が
す
る
。景
観
を
宣
伝
し
に

行
く
の
か
、特
産
品
を
宣
伝

し
に
行
く
の
か
、は
っ
き
り
と

テ
ー
マ
を
決
め
行
動
す
べ
き

で
あ
る
。そ
こ
か
ら
移
住
者
へ

の
斡
旋
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。町
長
の
考
え
を

聞
く
。

答　

移
住
体
験
ラ
イ
ト
ツ

ア
ー
を
6
回
開
催
し
、東
京

名
古
屋
で
行
わ
れ
た
移
住
セ

ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
、町
の

P
R
と
移
住
相
談
を
実
施
し

た
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

力
を
借
り
、特
産
品
開
発
を

し
総
合
的
な
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
P
R
し
て
い
く
。

空
き
家
、空
き
公
共
施
設
の

活
用
は

大
出　

美
晴 

議
員

【
町
長
】
一
部
、
今
年
度
中
に
移
住
定
住
お
試
し
住
宅

と
し
て
改
修
予
定
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空
き
校
舎
の
利
活
用

入
学
時
に
祝
い
金
を
支
給
へ

（
会
染
小
学
校
入
学
式
）



議
会
　
一
般
質
問

問　

小
中
学
生
に
肥
満
者
が

増
加
し
て
い
る
。
血
糖
及
び

中
性
脂
肪
が
基
準
値
よ
り
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
小

学
生
か
ら
生
活
習
慣
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
、
対
策
と
し
て
、
学
校
給

食
に
桑
茶
の
導
入
を
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

使
用
で
き
る
か
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問　

役
場
の
お
茶
を
桑
茶
に

し
た
ら
ど
う
か
。

答　

庁
舎
来
客
用
の
お
茶

は
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
併
せ

桑
茶
を
使
用
し
て
い
る
。
そ

の
際
に
は
効
能
や
販
売
所
な

ど
を
P
R
し
て
い
る
。

発
芽
玄
米
に
つ
い
て

問　

発
芽
玄
米
の
最
大
の
特

長
は
ギ
ャ
バ
（
ガ
ン
マ
ー
ア

ミ
ノ
酸
）
が
白
米
の
4
倍
も

含
ま
れ
て
い
る
。
イ
ラ
イ
ラ

や
ス
ト
レ
ス
解
消
、
体
調
不

良
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
現
代
の
子
ど
も
た

ち
は
情
報
化
時
代
の
中
で
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
過
ぎ
て
い

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
学
校

給
食
に
発
芽
玄
米
の
導
入

を
。

答　

発
芽
玄
米
は
健
康
食
で

あ
る
と
考
え
る
。
学
校
給
食

に
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
も

あ
る
が
、
問
題
点
も
あ
り
今

後
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
白
樺
の
家
」
に
つ
い
て

問　

開
所
当
時
、
町
と
し
て

土
地
買
収
や
造
成
、
無
償
貸

与
な
ど
、
町
を
あ
げ
て
積
極

的
に
支
援
を
し
て
開
所
に
い

た
っ
た
と
の
事
。
保
護
者
や

関
係
者
達
に
大
変
感
謝
さ
れ

た
と
伺
っ
て
い
る
。
こ
の
業

界
全
体
で
の
課
題
で
あ
り
、

社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
「
白

樺
の
家
」
が
支
援
ス
タ
ッ
フ

不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
開
所
時
の
よ
う
な
町
の

積
極
的
な
支
援
を
。

答　

町
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
同
じ
よ
う
に
扱

う
事
が
基
本
で
あ
り
、
支
援

は
困
難
と
考
え
る
。

問　

行
政
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
何
か
町
長
に
伺
い
た

い
。

答　

情
報
交
換
し
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
お

互
い
に
協
力
し
て
支
え
て
い

く
事
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

花とハーブの町らしく
学校給食に桑茶の導入を

和沢　忠志 議員

【教育保育課長】
学校給食に使用できるか検討していきたい

問　

て
る
て
る
坊
主
ア
ー
ト

展
で
展
示
し
た
て
る
て
る
坊

主
を
各
家
庭
、
商
店
に
配
布

し
展
示
を
。

答　

観
光
協
会
で
は
、
一
般

家
庭
へ
の
配
布
展
示
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。
公
共
施
設

及
び
商
店
な
ど
は
、
展
示
方

法
を
検
討
す
る
。

問　

花
の
里
づ
く
り
事
業
を

町
お
こ
し
に
。

答　

本
年
度
30
の
自
治
会
で

活
動
し
、
自
治
会
、
個
人
を

対
象
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
た
。
現
在
専
門
部
会
で
来

年
度
の
進
め
方
を
検
討
し
て

い
る
。
地
域
の
活
動
状
況
を

町
民
、
町
外
の
方
に
P
R
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
活
用

し
て
い
く
。

問　

ハ
ー
ブ
茶
、
桑
茶
を
町

の
飲
食
店
、
商
店
で
の
扱
い

を
。

答　

現
在
11
店
舗
で
扱
っ
て

お
り
、
観
光
客
等
に
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
P
R
し
て
い
る
。

今
後
更
に
協
力
店
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

問　

町
の
観
光
拠
点
、
町
の

顔
で
あ
る
道
の
駅
を
拠
点
と

し
た
町
お
こ
し
を
。

答　

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ハ
ー
ブ
の

足
湯
と
共
に
集
客
が
で
き
た
。

ハ
ー
ブ
と
景
観
、
森
林
資
源

を
生
か
し
た
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
体
験
型
観
光

構
想
が
町
の
観
光
目
玉
と
な

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　

農
・
商
・
工
業
連
携
に

よ
る
町
お
こ
し
や
6
次
産
業

化
の
推
進
と
職
人
の
後
継
者

対
策
を
。

答　

商
工
会
の
6
次
産
業
化

部
会
に
町
も
参
画
し
、
農
産

物
の
販
路
拡
大
、
加
工
研
究
、

加
工
品
の
販
路
に
つ
い
て
支

援
し
て
い
く
。
ま
た
、
職
人
、

後
継
者
確
保
が
産
業
界
全
般

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
池

工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の

活
用
、
県
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
、
今

後
商
工
会
と
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ソ
フ

ト
事
業
設
計
を
早
急
に
。

答　

新
池
田
学
問
所
で
の
塾

や
図
書
館
行
事
の
継
続
を
図

り
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
運

営
管
理
を
応
援
で
き
る
利
用

者
の
会
の
よ
う
な
組
織
を
立

ち
上
げ
、
自
主
事
業
の
開
催

も
期
待
し
て
い
る
。

問　

教
育
サ
イ
ド
か
ら
の
町

お
こ
し
に
将
棋
の
町
、
池
田

町
構
想
の
実
現
を
。

答　

授
業
に
取
り
入
れ
る
の

に
は
無
理
が
あ
る
。
新
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
将
棋

教
室
が
創
設
さ
れ
子
ど
も
た

ち
の
将
棋
熱
が
高
ま
る
こ
と

に
期
待
す
る
。

町
お
こ
し
、町
の
活
性
化
の
　

施
策
は

桜
井　

康
人 

議
員

【
産
業
振
興
課
長
】
農
・
商
・
工
業
が
連
携
し
、
町
民

を
巻
き
こ
ん
だ
活
動
が
必
要
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健
康
に
よ
い
発
芽
玄
米
ご
は
ん

町
お
こ
し
の
願
い
を
こ
め
て
！

発芽玄米とは…
玄米を一昼夜ぬるま湯に
浸し芽が出たもの。

一口メモ



28
年
度
決
算
審
査
意
見
に
対
す
る
町
回
答

9 月議会での
28 年度決算審査意見に対する町回答

1 実質公債費比率の見極めは短期でなく長期的見通しで財政運営をされたい。

町回答 　将来の財政規模が算定できないので試算はできないが、今後上昇すると思われる。

2 公共施設総合管理計画については住民の意見を聞いて実施をされたい。

町回答 　住民の合意形成に努める。

3 ワイン祭りの４年間の実績を分析し内容の充実を計られたい。

町回答 　実行委員会の反省会を開催し検討する。

4 ハーバルヘルスツーリズム推進事業は、町民を巻き込んだ取り組みの強化をされたい。

町回答 　花とハーブの里ブランド化推進委員会で検討する。

5 ひとり暮らしの高齢者が増えた。
健康で生活できるよう更なる取り組みをされたい。

町回答 　ゴム体操を地域の健康づくり活動として普及している。
地区サロンや敬老祭、自主グループなど支援していく。

6 健康に関心の低い若年層に対する健康増進の取り組みを強化されたい。

町回答 　９月のヤング健診を受けなかった人に１月、２月の健診を勧める。

7 地域交流センターが町民に有効活用されるよう具体的な取り組みを。

町回答 　センターの運営管理を応援してもらうために団体と一般公募による組織を考えている。

8 地域交流センターはまちなかの賑わい拠点となるよう調査研究を。

町回答 　現在行っている講座を継続し、公民館をあまり利用さ
れない方にも来てもらえるよう検討する。産業振興課、商工
会などと連携を考えている。

〈表紙〉健康で輝く一年間であるように !
　池田町体育協会陸上クラブでは、恒例の元旦マラソンで
さわやかな陽気のもと新年のスタートを切った。
　町内外の幼児から高齢者までの約 80 人が汗を流した。
池田保育園を発着点に周遊 2㎞を体力に合わせ、思い思い
の距離やペースで走り、白い息を弾ませていた。

池田町議会だより　　第 117 号　　2018 年 1 月 31 日発行13

熱気あふれるみのり塾

体のストレッチ・ゴムのびのび体操



委
員
会
の
う
ご
き
あ
れ
こ
れ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
物
件
の
案
内
や
契

約
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
組
合
に
委
託
し
て
促

進
を
図
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
購
入
補
助
金
、
空
き
家
改
修
費
補
助

金
、
U
・
I
タ
ー
ン
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
を

行
う
こ
と
で
利
用
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

旧
小
泊
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
、
能
登
半

島
里
山
・
里
海
自
然
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

金
沢
大
学
、
石
川
県
立
大
学
、
輪
島
市
、
珠
洲

市
、
穴
水
町
、
能
登
町
に
お
い
て
地
域
づ
く
り

連
携
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
、
学
校
や
市
町
村

が
連
携
す
る
こ
と
で
移
住
定
住
政
策
に
も
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
。

 

金
沢
大
学
は
能
登
学
舎
と
し
て
色
々
な
経
過

を
た
ど
っ
た
後
、能
登
里
山
・
里
海
マ
イ
ス
タ
ー

の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
持

ち
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
職
業
と
し
て
身
に

つ
け
る
中
で
珠
洲
市
に
移
り
住
み
活
動
し
て
い

る
人
も
い
る
。
珠
洲
市
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

人
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

珠
洲
市
は
能
登
の
先

端
で
大
き
な
町
並
み

も
無
く
、
静
か
な
場

所
で
あ
る
。

 

市
長
の
強
い
意
志
に

よ
り
移
住
定
住
政
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
つ
こ
つ
と
続
け
る

こ
と
が
結
果
に
繋
が

る
と
思
う
。

総
務
福
祉
委
員
会
視
察
研
修

　

石
川
県
珠
洲
市
も

人
口
が
極
端
に
減
少

し
、
高
齢
化
比
率
も

47
%
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

特
産
品
は
塩
や
大

豆
、
岩
が
き
、
海
藻
、

珪
藻
土
七
輪
、
珠
洲

焼
等
が
あ
る
。
ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
海
の
幸
、
山
の
幸

と
奥
能
登
特
有
の
伝
統
文
化
や
土
地
柄
人
柄

が
あ
る
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
空
き
家

件
数
の
増
加
に
よ
り
、
移
住
者
に
斡
旋
す
る

こ
と
で
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
施
策

と
し
て
、

◦
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

◦
U
・
I
タ
ー
ン
世
帯
へ
の
家
賃
補
助

◦
空
き
家
購
入
費
補
助
金

◦
空
き
家
改
修
費
補
助
金

◦
定
住
促
進
・
空
き
家
活
用
事
業

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
使
い
売
買
や
賃
貸

が
可
能
な
市
内
の
空
き
家
を
登
録
し
、
市
の

　

登
録
料
及
び
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
ご
意
見
を
基

に
検
討
す
る
事
に
な
っ
た
。

　

な
お
、低
所
得
者
な
ど
の
た
め

の
減
免
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

利
用
者
か
ら
の
活
発
な
意
見

で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者

か
ら
、「
保
護
者
は
祖
父
母
も

対
象
と
す
る
の
か
」、「
日
額

1
0
0
円
だ
と
フ
ル
に
利
用

す
れ
ば
非
常
に
高
額
に
な
る
」、

「
同
一
世
帯
の
第
二
子
が
半
額
、

三
子
が
無
料
に
な
っ
て
い
る
が
、

同
時
の
利
用
が
条
件
か
」
な
ど

の
質
問
が
出
さ
れ
、
今
後
、
検

討
す
る
と
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
実
施
す
れ
ば

国
、
県
か
ら
3
分
の
1
ず
つ

補
助
が
あ
り
、
町
の
負
担
は
今

ま
で
の
3
分
の
1
で
済
む
。

で
き
る
だ
け
利
用
者
負
担
を
抑

え
た
プ
ラ
ン
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
は
共
働
き
が
増

え
て
い
る
。
若
い
世
帯
を
支
援

す
る
こ
と
で
出
生
率
を
上
げ
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
利
用
者
の
声
を
よ
く

聞
い
て
プ
ラ
ン
の
充
実
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
来
年
度
か
ら
児
童

セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
大
き
く
変
わ
る
方

針
を
出
し
た
。
利
用
者
の
説
明
会
は
10

月
30
日
と
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
ど

ち
ら
の
説
明
会
も
50
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
り
、
振
興
文
教
委
員
会
や
議
員
協

議
会
で
も
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
は
、

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を

預
か
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
、

放
課
後
子
ど
も
が
自
由
に
来
ら
れ
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
に
区
別
す
る
。

　

今
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
は
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
の
場
所
を
分
け
て
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
登
録
料
や
利
用
料
を
徴
収
す

る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
池
田
、
会

染
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
池
田
、

会
染
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
空
き
教
室

や
地
域
の
公
共
施
設
を
週
2
日
利
用

す
る
。
ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

水
曜
日
は
、
囲
碁
、
将
棋
、
琴
、
科
学
、

編
み
物
な
ど
、
参
加
自
由
の
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

振
興
文
教
委
員
会

あ れ こ れ

空
き
校
舎
の
活
用
地
域
と
学
校
の
連
携
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委員会では定例会以外でも担当の事業や課題となっている
事案について調査研究・視察などを行っています。

「
放
課
後
子
ど
も
総
合

プ
ラ
ン
」
を
検
証
す
る

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・
定
住
施
策

石
川
県
珠す

ず洲
市
の

概
要

旧校舎を利活用して活動する

珠洲市を訪ねて



委
員
会
の
う
ご
き
あ
れ
こ
れ

　

岐
阜
市
の
中
心
街
に
位
置
し
、大
学
病
院
跡
地
に

平
成
27
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
公
共
施
設

で
あ
る
。館
内
に
は
図
書
館
を
中
心
に
多
目
的
ホ
ー

ル
、市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
、多
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
、コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
さ
れ
、長
時
間
の
滞
在
に
も

対
応
し
た
施
設
で
あ
る
。施
設
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
ひ
と
り
で
フ
ム
フ
ム
・
あ
な
た
と
ド
キ
ド
キ
・
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
」と
の
こ
と
。

〈
図
書
館
機
能
〉

　

天
井
に
無
数
の
グ
ロ
ー

ブ
と
呼
ば
れ
る
布
製
の

大
き
な
電
気
傘
が
あ
り

模
様
ご
と
に
書
籍
の
ゾ
ー

ン
分
け
を
し
て
い
る
。子

ど
も
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

親
子
2
人
で
入
っ
て
本
を

読
め
る
猫
つ
ぐ
ら
や
寝

転
ん
で
本
と
触
れ
合
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。中
高
生

用
の
資
料
コ
ー
ナ
ー
と
一
緒
に
専
用
机
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。ワ
ン
フ
ロ
ア
で
広
が
り
や
す
い
幼
児
の
声
も

「
こ
ど
も
の
声
は
未
来
の
声
」と
し
て
捉
え
、目
く
じ

ら
を
立
て
ず
に
過
ご
せ
る
空
間
と
し
て
の
機
能
を
両

立
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

〈
交
流
セ
ン
タ
ー
機
能
〉

　

コ
ン
ビ
ニ
が
併
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、基
本
的
に

1
階
は
飲
食
が
可
能
。会
議
室
名
が
目
的
別
に「
か

ん
が
え
る
・
お
ど
る
・
つ
な
が
る
ス
タ
ジ
オ
」な
ど
ユ

ニ
ー
ク
で
公
共
施
設
を
全
面
に
出
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
や

ソ
フ
ト
面
の
工
夫
な
ど
が
い
く
所
に
も
感
じ
ら
れ
る

建
物
で
あ
っ
た
。

振
興
文
教
委
員
会
視
察
研
修

　

町
営
の
日
帰
り
入
浴
施
設
。泉
質
が

ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素
塩
泉
。肌
が

ヌ
ル
ヌ
ル
す
る
性
質
で
美
肌
効
果
が
高

い
と
評
判
。

　

1
日
400
人
の
入
場
者
が
休
日
に

1
千
2
0
0
人
と
激
増
す
る
。新
館
を

平
成
15
年
に
開
館
。施
設
館
長
自
ら
150

カ
所
を
超
え
る
施
設
に
売
り
込
み
を

行
う
。新
館
に
は
指
定
管
理
に
よ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
と
宿
泊
部
門
を
充
実
。経
営

は
順
調
で
あ
る
が
、増
え
す
ぎ
る
傾
向

に
な
る
休
日
の
対
応
が
課
題
と
の
こ
と
。

温
泉
滑
り
台
や
福
祉
風
呂
な
ど
で
他
施

設
と
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。利
用
者

は
町
内
21
．2
%
、県
内
55
．1
%
、県
外

23
．7
%
。経
営
は
黒
字
。余
剰
分
を
基

金
へ
積
み
立
て
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、隣
接
の
道
の
駅
に
は
ド
コ
モ

と
共
同
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
開

始
。G
P
S
に
よ
り
観
光
客
が
ど
こ
に

立
ち
寄
っ
た

の
か
把
握
し
、

観
光
集
客
の

ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

11 月臨時会が 11 月 24 日に開会され、
池田町一般会計補正予算案を可決しました。11月臨時会の概要

公共土木施設災害復旧事業
1億1010万円

財源：公共土木施設

災害復旧費負担金(国)	 6136万円
補助災害復旧事業債(県)	3060万円
一般財源	 1814万円

台風 21、22 号による災害復旧費用

まちなか賑わい拠点整備事業
1482万円

財源てるてる坊主ふるさと応援基金
1482万円

エレベーター設置及び厨房備品購入費用

弓道場移転事業
300万円

財源：寄附金300万円
更衣室の拡張費用

委 員 会 の う ご き
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岐
阜
市
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

岐
阜
県
池
田
町
池
田
温
泉

着工になった弓道場

建設中のまちなか賑わい拠点施設

児童コーナーの猫つぐら
ならぬ親子つぐら

泉質はナトリウム炭酸水
素でお肌すべすべ！



編
集
後
記
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誰
で
も
で
き
る
「
農
薬
を
使

用
し
な
い
稲
作
」
20
年
前
の
日

本
農
業
新
聞
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
J
A
に
は
れ

ん
げ
米
部
会
が
あ
り
消
費
者
と

共
に
安
心
安
全
で
美
味
し
い
米

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
部
会
長
の
小
林
泉
さ
ん
と

2
人
で
福
井
県
鯖
江
市
で
開

か
れ
た
、
農
薬
を
使
用
し
な
い

稲
作
作
り
の
話
を
聞
き
、
無
農

薬
技
術
の
確
立
が
な
い
時
で
全

国
の
先
進
的
な
話
し
に
驚
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
鯖
江
で
知
り
合
っ
た

民
間
稲
作
研
究
所
代
表
の
稲
葉

光
圀
さ
ん
の
有
機
農
薬
稲
作
講

座
に
参
加
し
て
本
格
的
に
学
び
、

一
般
栽
培
の
化
学
肥
料
、
農
薬

が
環
境
や
人
間
に
あ
た
え
る
問

題
な
ど
、
基
本
的
な
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
世
界
に
誇
る
立
地

条
件
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯

に
あ
り
土
壌
微
生
物
を
有
効
に

利
用
で
き
れ
ば
循
環
型
有
機
農

業
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
田
植
え
後
、
米
ぬ
か
を
散
布

し
、
雑
草
の
目
を
焼
く
方
法
や

深
水
に
よ
る
雑
草
防
除
、
健
苗

作
り
の
た
め
の
う
す
蒔
き
や
薄

植
え
で
雑
草
に
勝
つ

稲
作
り
に
挑
戦
し
悪

戦
苦
闘
の
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ツ
バ
チ
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
や
自

閉
症
・
情
緒
障
が
い

児
が
増
え
続
け
て
い
る
、
そ

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
ま
す
。

農
薬
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
の

人
へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
す
で
に
使

用
禁
止
の
国
が
あ
り
国
内
で
は

佐
渡
（
ト
キ
）
豊
岡
（
コ
ウ
ノ

ト
リ
）
他
4
地
区
で
も
使
用

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
循
環
型
有
機
農
業
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
雑
草
に

勝
つ
稲
作
り
の
1
番
目
は
4
．

5
葉
の
苗
（
昔
の
手

植
え
苗
）
を
作
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
深
水
管

理
に
耐
え
る
苗
を
作
り

雑
草
を
抑
え
多
様
な

生
き
物
が
元
気
に
育
ち

ま
す
。
2
番
目
に
は

多
様
な

生
き
物

を
増
や

す
た
め

に
秋
に

有
機
資

材
を
投
入
し
て
春
に
早
期
湛

水
を
し
て
2
〜
3
回
の
代

掻
き
を
し
て
深
水
に
し
ま
す
。

3
番
目
に
成
苗
の
疎
植
栽

培
で
生
き
物
が
豊
か
に
な
り

病
気
害
虫
に
勝
つ
稲
が
で
き

ま
す
。

　
健
康
に
育
ち
自
然
条
件
に

恵
ま
れ
た
稲
は
昔
の
農
薬
を

使
わ
な
い
美
味
し
い
米
が
育

ち
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
く

元
気
な
子
ど
も
が
育
つ
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

り
上
げ
親
し
み
や
す
い
編
集
に

力
を
注
い
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
和
澤
忠
志
）

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
服
部
　
久
子 

　
副
委
員
長
　
　
横
澤
　
は
ま

　
委
　
　
員
　
　
矢
口
　
新
平

和
澤
　
忠
志

那
須
　
博
天

　
新
年
を
迎
え
心
穏
や
か
な
正

月
を
家
族
の
皆
様
と
過
ご
さ
れ

た
事
と
存
じ
ま
す
。

　
町
は
少
子
高
齢
化
が
一
層
進

む
中
で
人
材
不
足
、
後
継
者
不

足
等
で
町
の
将
来
を
心
配
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
始
ま
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
も

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　
町
の
活
性
化
に
一
段
と
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
く
年
で
も
あ
り
、
議
会
報
も

町
民
の
皆
様
の
身
近
な
声
を
取

 ― 第 6 回 ― 

矢
や ぐ ち

口　一
いっせい

成 さん（中島）

・昭和 17年 2月生まれ
・北安曇農業高等学校卒業後、長野県畜産
技術講習所で畜産を学ぶ
卒業後大北農協に勤務退職
・民間稲作研究所代表稲葉光圀さんに師事
環境問題・稲作理論・有機稲作づくりを
学ぶ
・21 世紀米づくりホット稲作研究会会長　
薄井勝利さんに師事し、稲作生理・栽培
技術を学ぶ
・ジャパンバイオファーム代表小祝政明さん
から土壌学・作目栄養学を学ぶ
・現在は楽しみながら有機稲作・ボカシ肥
料づくり・有機野菜を作り、自家用味噌・
仲間と共に醤油づくりに取り組んでいる

略歴・活動内容

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て

横
澤
な
み
え
　

　
政
治
に
対
し
無
関
心
な
私
は
、
女
団
連
の
仲
間
の
お
誘
い
で

議
会
一
般
質
問
の
傍
聴
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
議
員
の
皆
様
は
、
ご
自
身
で
体
験
し
た
り
足
で
調
べ
歩
い
た

り
し
て
、
暮
ら
し
に
直
結
し
地
に
着
い
た
課
題
を
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
町
役
場
の
皆
様
も
共
に
少
し
で
も
町
民

が
健
康
で
活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
に
骨
折
っ
て
下
さ
る
お
姿
に
感
謝
で
一
杯
で
し
た
。

　
今
ま
で
の
無
関
心
さ
に
恥
じ
る
私
自
身
、
今
か
ら
で
も
遅
く

な
い
。
ど
ん
な
に
か
小
さ
な
こ
と
で
も
池
田
町
の
住
民
の
一
人

と
し
て
、「
町
の
課
題
は
何
か
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

実
現
に
向
か
っ
て
活
動
の
一
歩
を
歩
ま
ね
ば
と
再
確
認
す
る
私

で
し
た
。


